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2021 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
2020 年８月７日に公表しました 2021 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値と本日公表の実績

値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。また最近の業績動向を踏まえ、2021 年３

月期通期連結業績予想につきましても、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

１．連結業績予想の修正について 

 

（１）2021 年３月期 第２四半期（累計）連結業績予想の修正（2020 年４月１日～2020 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰属する四半期

純 利 益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（ 2 0 2 0 年８月７日発表） 

百万円 

5,500 

百万円 

△9,400 

百万円 

△9,600 

百万円 

△10,000  

円 銭 

△771.81 

実 績 値 （ Ｂ ） 6,183 △8,103 △8,380 △13,159 △1,015.30 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 683 1,297 1,220 △3,159  

増  減  率 （  ％  ） 12.4 － － －  

（参考）前期連結実績 
（2020 年 3 月期第 2 四半期） 

32,741 2,214 2,079 946 73.03 

 

（２）2021 年３月期 通期連結業績予想の修正（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰属する当期 

純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（ 2 0 2 0 年８月７日発表） 

百万円 

22,000 

～25,000 

百万円 

△15,000 

～△12,000 

百万円 

△15,500 

～△12,500 

百万円 

△16,500 

～△13,000 

円 銭 

△1,273.49 

～△1,003.36 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 
22,000 

～25,000 

△12,000 

～△10,000 

△12,500 

～△10,500 

△16,500 

～△14,500 

△1,273.49 

～△1,119.13 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） － 
2,000 

～3,000 

2,000 

～3,000 

△1,500 

～0 
 

増  減  率 （  ％  ） － － － －  

（参考）前期連結実績 
（ 2 0 2 0 年 3 月 期 通 期 ） 

63,678 3,579 3,381 1,003 77.46 

 

 

 



 

  

 

１. 修正の理由 

 2021 年３月期第２四半期累計期間の売上高については、おおむね計画通りとなり、営業利益、経常利

益については、海外拠点の撤退による固定費削減や、グループ全体で経費削減施策に取り組んだ結果、第

２四半期業績予想値を上回りました。 

一方、親会社株主に帰属する四半期純利益は、グループ子会社の株式譲渡による株式売却損、東アジア

を中心とする海外子会社の事業整理損の計上及び繰延税金資産の一部取崩しにより、第２四半期業績予

想値を下回ることとなりました。 

 

2021年３月期通期連結業績予想につきましては、挙式日の延期を希望されるお客様が減少しつつあり、

下期にかけて緩やかに婚礼実施率は回復基調のため、営業赤字幅は縮小する見込みであります。現時点

の状況を鑑み、営業利益、経常利益を上方修正いたします。また、親会社に帰属する当期純利益に関して

は、2021年３月期第２四半期累計期間の業績を反映し、修正いたします。 

なお、新型コロナウイルス感染症拡大による業績への影響は、依然として不確実性が高いことから、レ

ンジでの業績予想を継続いたします。 

 

【業績予想に関する注意事項】 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により見通しと大きく異なることがあります。             

 

以 上 


